
１ はじめに 

現在，廃タイヤはサーマル・リユース・マテリアルの 3つの

方法でリサイクルされている。焼却の際に発生する熱エネ

ルギーを回収・利用するサーマルリサイクルはリサイクル率

が高いがリサイクルの最終手段という観点があり，再生タイ

ヤとして再利用するリユースリサイクルやタイヤをゴム粉とし，

再生ゴムの原料とするマテリアルリサイクルの向上が課題

である［1-2］。本実験では，廃タイヤから作製したカーボンブ

ラック（ファーネスブラック［3］）を電気二重層キャパシタの電

極の導電助剤として使用し，電気二重層キャパシタの生産

コスト及び廃タイヤのリサイクル課題改善を目的としている。

本論文では，廃タイヤから作製されたカーボン（Tire 

Carbon：TCα）と市販品のアセチレンブラックを電気二重

層キャパシタの電極の導電助剤として使い，CV（サイクリッ

クボルタンメトリー）法を用いて静電容量を測定し，TCαの

性能を評価した。 

 

２ 実験方法 
２. １ TCα作製方法 

乗用車用タイヤを使用し，カットせずに丸のまま使用した。

70 本のタイヤを容器にセットし，窒素ガスで中の空気（酸素）

を追い出し防爆をする。加熱により発生するガスは燃焼装

置に送り 900℃～1000℃で燃焼させ有害物質の放出を抑

えた。窒素ガスを入れ防爆と圧力の低下を防ぎ容器を反転

させ鉄線とカーボンを分離させた。カーボンはロータリーキ

ルンで加熱攪拌を行い，粉砕と油分の除去を行った。カー

ボンを篩いに掛け，大きい塊を排除した。この段階で得た

カーボンを１次カーボンとした。選り分けたカーボンをハン

マーミルで粉砕した。この段階で得たカーボンを 2 次カー

ボンとし，2 次カーボンを高圧容器で加熱して急速減圧を

行いカーボンを変化させた。この段階で得たカーボンを 2

次カーボン（アモルファスカーボン）とし，TCαを得た。 

 

２. ２ 活性炭・導電助剤の種類と電極の作成 

表 1 に実験で使用した 2 種類の活性炭，2 種類の導電

助剤の性状を示す。 

 

表 1 使用した活性炭・導電助剤の性状 

活性炭 導電助剤 比表面積[m
2
/g] 

RP-15 ――― 1488 

MSP-20 ――― 2145 

――― アセチレンブラック 109.3 

――― TCα 13.7 

 

測定する電極は，導電助剤にはTCα，和光純薬工業製の

アセチレンブラックを使用した。また，導電助剤の相性を見

るために活性炭には，クラレケミカル製の RP-15，関西熱化

学製の MSP-20 を使用し，形成材には SIGMA-ALORICH

製の PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）を使用した。この活

性炭，導電助剤，PTFEを重量比 8：1：1の割合で混ぜ合わ

せ，4種類の電極を製作した。 

 

２. ３ CV（サイクリックボルタンメトリー）法 

電解液には水酸化カリウム（8mol/l）を使用し，掃引速度

を 10ｍV/s，サイクル数を 50回として CV法の測定を行い，

4種類の静電容量を算出した。4種類の電極を 3つずつ作

製・評価し，その平均により求めた。 

 

３ 実験結果 

図 1 に CV 法における静電容量の変化を示す。充放電

サイクル数が 1から 20までは静電容量が増加しており充放

電サイクル数が 20以降はそれぞれ安定していることが確認

出来る。また，活性炭に着目すると 50 サイクル後の静電容

量はMSP-20を使用した電極の方が RP-15よりも静電容量

が大きく，1 と 3 を比べると 1.51 倍，2 と 4 を比べると 1.71

倍であった。これは表 1よりMSP-20が RP-15よりも 1.44倍

比表面積が大きいためである。次に，導電助剤に着目する

と TCαはアセチレンブラックに対してほぼ横倍で 1 と 2 を

比べると 0.93倍，3と 4を比べると 1.05倍であった。表１より，

TCαはアセチレンブラックよりも 0.13 倍ほどの大きさしかな

く比表面積は小さい。しかし，静電容量は市販品のアセチ

レンブラックと同等の値を得た。 

図 1 CV法における静電容量の変化 

 

４ まとめ 

 本実験では，廃タイヤから抽出したカーボンブラックTCα

と市販されているアセチレンブラックを電気二重層キャパシ

タの導電助剤として電極材料に使用し，CV 法における静

電容量から TCαの性能の評価を行った。その結果，活性

炭の比表面積が大きいと性能が多少悪くなるが，活性炭の

比表面積が小さければ性能は市販品のものとあまり差がな

いことが分かった。 
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